
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

5月22日（水）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

次回予告
6月下旬開催予定

放射線の検査で何がわかるの？ ～病気をみつけましょう～
　「放射線の検査」といっても幅広くあり、
どの検査でなにがわかるかなど、検査に
対して不安や疑問を抱かれる方も多いと
思います。当院で行なっている検査例を
あげて詳しく解説し、実際の症例で病気
を一緒に探していきましょう。皆さま是非、
お気軽にご参加ください。

講 

師

さがみ野中央病院
放射線科
望月 紀広
診療放射線技師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･中央林間駅･鶴間駅･
さがみ野駅から無料シャトルバス

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

5月29日（水）14：00～15：30

血流を止めない心臓手術 ～人工心肺装置について知ろう！～
　心臓手術の際に、心臓が動いていると
治療が困難なため、「人工心肺装置」に
つなぎ、手術を行ないます。心臓と同じ役
割を果たし、心臓手術に不可欠な医療機
器「人工心肺装置」を、実際に心臓手術を
している医師がわかりやすく説明します。

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科

山形 顕子 医師

次回予告
6月26日（水）開催

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

大
切
で
す
。

　

次
回
は
、
不
整
脈
に
関
わ
る
失

神
や
、
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

に
よ
っ
て
外
傷
を
負
っ
た
り
、
入

浴
中
の
溺
水
、
自
動
車
運
転
中
に

は
重
大
な
交
通
事
故
の
発
生
な

ど
、
危
険
な
場
合
が
多
々
あ
り
ま

す
。

　

失
神
の
主
な
原
因
は
下
表
に
あ

げ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
『
心
血
管
性
失
神
』
は
、

突
然
死
を
生
じ
る
重
篤
な
病
態
が

原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
脳
神
経
内
科
医
と
循
環
器

内
科
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

　
（
倉
田
院
長
）「
脳
が
一
過
性
に

血
流
不
足
を
生
じ
て
脱
力
を
と
も

な
い
、
数
秒
〜
数
分
の
間
、
意
識

を
失
う
こ
と
を
『
失
神
』
と
呼
び

ま
す
。

　

通
常
、
自
然
に
回
復
す
る
の
で

後
遺
症
は
残
り
ま
せ
ん
が
、
転
倒

　
「
失
神
」
に
つ
い
て
の
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
失
神
の
代
表
的
な
原
因
を
、
循
環
器
専

門
病
院
の
院
長
・
倉
田
篤
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

（「
骨
折
連
鎖
」「
骨
折
ド
ミ
ノ
」）

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
骨
が
ス
カ
ス
カ
に

な
っ
て
強
度
が
低
下
し
折
れ
や
す

く
な
る
病
気
で
す
が
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
は
、
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状

が
ほ
ぼ
な
く
、
知
ら
ぬ
間
に
骨
折

す
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
く

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
骨
折
は
「
脳
卒
中
」

や
「
心
筋
梗
塞
」
と
同
様
に
生
命

を
危
険
に
さ
ら
し
、
健
康
寿
命
を

縮
め
る
重
大
な
疾
患
で
す
の
で
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
と
同
じ
く

予
防
と
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

そ
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
の
骨
折

を
「
骨
卒
中
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提

唱
し
て
い
る
教
授
も
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
骨
粗
鬆
症
の
専
門

的
な
診
察
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
骨
卒
中
を
起
こ
す
前
に
、
是

非
一
度
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
る
高
齢
者
の
骨
折
は
、
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。

　
Ｑ
．
高
齢
者
の
骨
折
で
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
特
に
股
関
節
の
骨
（
大
腿

骨
近
位
部
）
の
場
合
で
は
、
３
割

ほ
ど
が
「
寝
た
き
り
」
に
な
る
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
、
１
年
後

に
約
20
％
、
５
年
後
に
は
約
50
％

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
も
出
て
い

ま
す
。

　
Ｑ
．
骨
粗
鬆

症
に
よ
る
骨
折

が
怖
い
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

　

Ａ
．
骨
粗
鬆

症
で
一
度
骨
折

を
起
こ
す
と
、

次
々
と
骨
折
を

繰
り
返
す
こ
と

　

骨
粗
鬆
症
の
専
門
外
来
を
開
設

し
て
い
る
さ
が
み
野
中
央
病
院
・

山
田
久
孝
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
骨
折
と
い
う
け
が
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
起
こ
り
ま
す
よ
ね
。

　

Ａ
．
一
口
に
「
骨
折
」
と
い
っ

て
も
、
成
長
期
の
子
ど
も
や
20
〜

30
代
の
若
い
人
の
骨
折
と
、
高
齢

者
の
骨
折
は
、
全
く
別
で
す
。

　

子
ど
も
や
若
い
人
は
治
り
が
早

く
、
治
れ
ば
そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
、
骨
粗
鬆
症
を
原
因
と

症
し
、死
を
も
引
き
起
こ
し
ま
す
」

発
見
さ
れ
る
９
割
の
実
情
は

　
（
同
）「
大
動
脈
瘤
は
無
症
状
で

あ
る
の
で
、
９
割
以
上
が
他
の
病

気
の
検
査
な
ど
の
際
に
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
健
康
に
自
信
が
あ
る

方
で
、
健
診
に
も
行
か
ず
に
『
自

分
が
病
気
に
な
る
訳
が
な
い
』
と

思
っ
て
い
る
方
が
、
と
て
も
危
な

い
の
で
す
」

健
康
自
慢
も
ま
ず
は
検
査
を

　
（
同
）「
若
い
頃
か
ら
酒
・
た
ば

こ
を
好
み
、
好
物
ば
か
り
を
食
し

て
き
た
方
や
、
す
ぐ
に
カ
ッ
と
興

奮
し
て
血
圧
を
上
げ
て
し
ま
い
が

ち
な
方
な
ど
は
一
度
、
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
Ｃ
Ｔ

検
査
な
ど
か
ら
始
め
て
、
ご
自
身

の
お
体
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
」。

　
〈
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院
〉

血
管
、
果
て
は
目
の
血
管
ま
で
、

コ
ブ
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
」

最
も
太
い
血
管
で
は
突
然
死
も

　
（
同
）「
そ
の
よ
う
な
コ
ブ
の
中

で
も
、『
大
動
脈
』
と
い
う
体
で

一
番
太
い
血
管
に
で
き
る
コ
ブ
に

対
す
る
治
療
を
、
当
院
（
大
和
成

和
病
院
）
で
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
大
動
脈
に
コ

ブ
が
で
き
る
『
大
動
脈
瘤
（
だ
い

ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う
）』
と
い
う

病
気
は
、
目
立
っ
た
症
状
を
起
こ

さ
ず
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
突
然
発

を
つ
く
る
こ
と
は
ご
存
知
で
す

か
？
血
管
は
ど
な
た
の
体
内
に
も

あ
る
わ
け
で
、
さ
ら
に
コ
ブ
は
場

所
を
選
ば
ず
、
で
き
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
場
所
は
、
動
脈
・
静
脈
・

脳
の
血
管
・
内
臓
血
管
・
手
足
の

ど
の
血
管
に
も
可
能
性
が

　
（
松
山
孝
義
医
師
、以
下
同
）「
今

回
は
、
大
だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

動
脈
瘤
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

　

人
間
の
血
管
は
時
と
し
て
コ
ブ

　

循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院
（
☎︎
０
４
６
・
２
７
８
・
３
９
１
１
）
で
、
心
臓

血
管
外
科
を
担
当
し
て
い
る
松
山
孝
義
医
師
に
、
大
動
脈
の
中
に
コ
ブ
が
で
き
る

「
大
動
脈
瘤
」
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
検
査
を
き
っ
か
け
に
発
見
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

例
え
ば
腹
部
の
大
動
脈
瘤
で

は
、
胃
潰
瘍
や
胆
石
な
ど
の
消
化

器
の
病
気
や
、
前
立
腺
肥
大
に
対

す
る
エ
コ
ー
（
超
音
波
）
検
査
、

Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
の
際
に
、
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
胸
の
大
動
脈

瘤
で
は
、
健
康
診
断
な
ど
で
の
Ｘ

線
写
真
で
異
常
が
指
摘
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

血
液
検
査
も
意
味
な
し
？

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、血
液
や
尿
、

心
電
図
な
ど
の
検
査
を
意
識
的
に

受
け
て
も
、
大
動
脈
瘤
が
判
明
で

き
る
と
は
限
ら
ず
、
潜
伏
し
続
け

る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
病

気
の
怖
さ
で
す
。

　

し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
他

の
検
査
や
健
康
診
断
で
発
見
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
と
て
も
多
く
、
健
康

意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
、
大

動
脈
瘤
に
対
す
る
予
防
の
一
つ
と

な
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。

す
が
、
続
く
「
心
疾
患
」
や
「
脳

血
管
疾
患
」
な
ど
に
は
、
血
管
に

で
き
る
こ
の
コ
ブ
の
病
気
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

無
症
状
が
最
大
の
特
徴

　

特
に
人
間
の
体
の
中
で
最
も
太

い
血
管
で
あ
る
「
大
動
脈
」
に
で

き
る
コ
ブ
は
、
無
症
状
で
あ
る
こ

と
が
と
て
も
多
く
、
突
然
発
症
し

ま
す
。
こ
れ
を
「
大
だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

動
脈
瘤
」
と

い
い
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
動
脈
瘤
は
発
症
し
て
も
ほ
ぼ

無
症
状
で
あ
る
の
で
、
他
の
病
気

／
静
脈
／
脳
の
血
管
／
内
臓
血
管

／
手
足
の
血
管
／
目
の
血
管
な

ど
、幅
広
い
血
管
が
該
当
し
ま
す
。

　

国
内
の
死
亡
原
因
で
最
も
多
い

の
は
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
で

血
管
に
で
き
る
病
気

　

人
間
の
血
管
に
コ
ブ
が
で
き
て

し
ま
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

コ
ブ
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
動
脈

　

発
症
し
て
い
て
も
わ
か
り
や
す
い
症
状
が
な
く
、
知
ら
ぬ
う
ち
に
進
行
し
て
し

ま
う
病
気
は
と
て
も
怖
い
も
の
で
す
。
太
い
血
管
に
コ
ブ
が
で
き
る
病
気
「
大
動

脈
瘤
」
も
そ
の
一
つ
で
、
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

「医療相談室」へお問合せを
さがみ野中央病院
☎046-233-5110

「骨粗鬆症」専門外来
（整形外科）

要予約

担当医 山田院長
日本骨粗鬆症学会 認定医

担当医 山田院長
日本骨粗鬆症学会 認定医

失神の主な原因

そのほか、脳血管性失神や薬剤性失神など

●起立性低血圧性失神
立ち上がった直後の失神。神経疾患や脱水などが原因。
●神経介在性失神
（自律神経性失神、頚動脈過敏性失神、血管迷走反射性失神）
長時間立っていた時や興奮した時、疼痛などで起こる失神。
きっかけが不明なことが多いが、原因として最も多いと考えられている。
●心血管性失神
不整脈や心臓弁膜症、心臓病に関わる幅広い理由で出現。
生命に関わる場合もある。

●起立性低血圧性失神
立ち上がった直後の失神。神経疾患や脱水などが原因。
●神経介在性失神
（自律神経性失神、頚動脈過敏性失神、血管迷走反射性失神）
長時間立っていた時や興奮した時、疼痛などで起こる失神。
きっかけが不明なことが多いが、原因として最も多いと考えられている。
●心血管性失神
不整脈や心臓弁膜症、心臓病に関わる幅広い理由で出現。
生命に関わる場合もある。

倉田 篤 院長
（心臓血管外科）

大和成和病院
☎︎046-278-3911

（胸部）
大動脈瘤

（腹部）
大動脈瘤

大動脈瘤の
発症イメージ
大動脈瘤の
発症イメージ
（腹部・胸部）

心臓

心臓血管外科

【月～金】
午前

午後
9：00～12：00
15：00～17：00
（１６：３０受付終了）

【土】
午前

午後
9：00～12：00
14：00～17：00
（１６：３０受付終了）

外来診察

松山孝義医師
ほか

循環器専門病院

大和成和病院

神奈川県大和市南林間9-8-2
☎046-278-3911

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院
　
山
田
久
孝 

院
長

　
　
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
と
並
ぶ
!?

　
　
　
　
　
　   

重
大
疾
患「
骨
卒
中〔 

　 

〕」

「“
健
康
自
慢
”も
大

だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

動
脈
瘤
の
怖
さ
を
知
っ
て
」

大
和
成
和
病
院
・
心
臓
血
管
外
科
　
松
山
孝
義 
医
師

太
い
血
管
に
コ
ブ
！
「
大

だ
い
ど
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

動
脈
瘤
」の
実
態

失
神
に
つ
い
て 

〜
原
因
〜

取
材
協
力
　
大
和
成
和
病
院

倉田院長
連 載 ⑥

高
齢
者

の
骨
折

2019年5月
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今月のイチオシ

Recruit Information

海老名市 相鉄線「さがみ野」徒歩５分、「相模大塚」徒歩７分

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

お電話連絡後、写真貼付の履歴書と資格
証コピーをご郵送ください。書類選考後、
３日程度で面接日程を連絡いたします。

応 

募

　　昇給（年１回）、ボーナス（年３回）、社会保険（健康・厚生・雇用・労災）完備、退職金制度（勤続３年以上）、医療補助制度（該当機関は全額補助）など待遇

正社員 パート

託児所有 ユニフォーム支給
さがみ野中央病院 ☎046-233-5110

http://www.fureai-g.or.jp/sagamino/
医療法人社団

〒２４３ｰ０４０１ 神奈川県海老名市東柏ヶ谷６‒２０‒２０

正

車通勤可

パ

休 

日

週休2日制（社内カレンダーによる）
年間休日１２１日+夏季休暇３日
有給休暇（入職６カ月後から１０日分付与）

時 

間
【日勤】8：30～17：30ほか
【夜勤】17：00～翌9：00ほか

給 

与

① 看護師〈外来〉 284,800円 1,800円
② 准看護師〈病棟・外来〉 244,600円 1,500円
③ 看護補助〈未経験歓迎〉 210,400円 1,100円

未経験歓迎

保育所がある病院で安心の仕事再開♪駅近でマイカー
通勤もOK

さがみ野
中央病院

保育所保育所

Su
mmer Holiday

給与について
● 　 は月給、　 は時給
● 経験１０年モデルで表示
   （　 個々人のキャリアで異なる）

● 各種手当含む
　（夜勤手当①１４，０００円／回、
　②１２，０００円／回は別途支給）

1

1
2

2

3

年間休日
121日
＋

夏休み３日！

階
下
の
病
院
か
ら
施
設
担
当
医
が
往
診

居
前
か
ら
長
年
築
か
れ
て
き
た
ご

夫
婦
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
そ
の

ま
ま
お
持
ち
込
み
に
な
っ
て
も
違

和
感
な
く
お
過
ご
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
住
空
間
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。

 　
当
施
設
は
、
今
お
元
気
な
方

も
、
将
来
の
病
気
や
介
護
の
不
安

な
く
心
軽
や
か
に
お
過
ご
し
い
た

だ
く
た
め
の
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
見
学
・
体
験
入
居
へ
是
非

お
出
で
く
だ
さ
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
も
随
時
、
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
電
話
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
」。

■
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田

　
☎
０
１
２
０・８
６・６
５
３
４

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
も
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
同
院
か
ら
理
学
療
法
士
な

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

来
館
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
医
師

が
来
館
し
、往
診
も
実
施
。ち
ょ
っ

と
し
た
体
調
不
良
で
の
診
察
や
、

定
期
的
な
通
院
、
予
期
し
な
い
入

院
に
い
た
っ
て
も
、
同
じ
建
物
内

を
移
動
す
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。

 　
施
設
ス
タ
ッ
フ
よ
り

 　
「
最
近
は
ご
夫
婦
で
の
入
居
の

ご
相
談
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
夫
婦
部
屋
が
残
り
１
室

に
な
り
ま
し
た
が
、
居
住
性
に
こ

だ
わ
り
、
お
風
呂
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
を
完
備
し
て
い
る
の
で
、
入

　

東
京
都
町
田
市
に
あ
る
「
シ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
大
小

３
つ
の
庭
園
が
あ
り
、
季
節
の
移

ろ
い
が
感
じ
ら
れ
る
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

医
療
現
場
並
み
の
提
供

　

階
下
に
は
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ

い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
が
あ
り
、

内
科
・
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・

皮
膚
科
・
泌
尿
器
科
や
人
工
透
析

治
療
の
ほ
か
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
に
今
年
４

月
に
着
任
し
ま
し
た
。
整
形
外
科

を
担
当
し
、
外
来
診
療
日
は
毎
週

㈪
午
前
／
㈫
午
後
／
㈬
午
後
／
㈭

午
前
。
３
月
ま
で
救
急
病
院
で
勤

務
し
て
い
た
治
療
法
や
手
技
を
活

か
し
、
四
肢
・
骨
盤
外
傷
（
骨
折

な
ど
）
に
対
す
る
幅
広
い
治
療
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。「
綾
瀬
地
域

は
、
整
形
外
科
の
病
院
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

私
は
か
つ
て
無
医
村
地
区
に
い
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
の
医
療
サ

ポ
ー
ト
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
当
院
は
、
手
術
治

療
を
含
め
た
多
く
の
症
例
を
扱
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
」。

　

○
…
宮
崎
県
出
身
で
自
治
医
大

を
卒
業
後
、
約
10
年
間
に
お
よ
ぶ

僻
地
勤
務
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
伴

医
師
。「
宮
崎
県
の
山
間
部
で
は
、

二
次
救
急
（
比
較
的
大
き
く
、
救

急
対
応
が
可
能
な
指
定
病
院
）
ま

で
も
４
〜
５
時
間
か
か
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
た
っ
た
一
人

の
医
師
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、『
患
者
さ
ま
が
う
っ
た
え

る
あ
ら
ゆ
る
痛
み
や
、
困
っ
て
い

る
症
状
に
対
し
て
、
で
き
る
限
り

応
え
ら
れ
る
医
学
の
専
門
家
で
あ

り
た
い
』
と
い
う
思
い
で
、
医
師

を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
は
『
整

形
外
科
』
の
担
当
医
で
す
が
、
そ

れ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ

で
も
私
は
『
患
者
さ
ま
に
医
療
を

施
す
職
業
人
』
で
あ
る
こ
と
を
胸

に
、
現
場
に
立
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
急

性
期
治
療
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
一
貫
し
て
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

「
多
く
の
病
院
で
は
急
性
期
治
療

ま
で
医
師
が
深
く
関
わ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
で
は
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

な
ど
が
主
に
担
当
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
私
は
当
院
の
よ
う

に
、
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
の
連
携
は

と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
医
師
が
リ
ハ
ビ
リ
に
関
わ

る
だ
け
で
な
く
、
現
場
で
ケ
ア
を

行
な
う
Ｐ
Ｔ
、
病
棟
看
護
師
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

も
、
手
術
の
時
点
か
ら
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い

医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

伴 光正 医師
 （ばん みつまさ）　　　　

綾瀬厚生病院
【整形外科】

  

リ
ハ
ビ
リ
現
場
に
お
け
る

　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
連
携
を
重
要
視

こ
の「
人
」に
聞
く

〈
数
値
は
内
閣
府
「
高
齢
者
の
住
宅
と
生
活
環

境
に
関
す
る
意
識
調
査
」
２
０
１
０
年
よ
り
〉

勝
手
が
知
れ
た
住
ま
い
で
も
け
が
は
す
る

　
（
伴
医
師
／
取
材
協
力
）「
自
宅

で
の
転
倒
は
、
け
が
を
し
た
方
の

生
命
を
左
右
す
る
重
大
な
事
故
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
自
宅
と
い
え
ど
も
日
頃
か
ら

用
心
し
、
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院
に
か
か
れ

る
よ
う
に
、
近
く
の
整
形
外
科
な

ど
を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
」。

長
期
に
わ
た
っ
て
生
活
が
不
自
由

に
な
り
、「
寝
た
き
り
」
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
骨
折
に
よ
っ
て
足
腰
の
筋
肉

が
衰
弱
化
し
、
骨
が
治
っ
て
も
歩

行
困
難
に
な
っ
て
、「
寝
た
き
り
」

に
な
ら
ず
と
も
「
要
介
護
」
状
態

に
な
る
リ
ス
ク
は
高
い
で
す
。

忘
れ
た
頃
に
「
脳
出
血
」

　

ま
た
、
転
倒
に
よ
る
け
が
は
、

骨
折
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭

部
を
打
っ
た
場
合
は
、「
脳
出
血
」

（
死
亡
も
あ
り
え
る
）
を
起
こ
す

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
転
倒
直
後

の
検
査
で
異
常
が
な
く
て
も
、
毛

細
血
管
な
ど
が
損
傷
し
、
徐
々
に

出
血
し
て
数
日
〜
数
週
間
後
に
症

状
が
出
る
こ
と
は
、
稀
な
ケ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
整
形
外
科
を

担
当
す
る
伴
光
正
医
師
＝
今
号

「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
は
、

高
齢
者
の
自
宅
転
倒
に
つ
い
て
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
病
気
と
は
、

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
「
骨
粗
鬆

症
」
で
す
。

　

日
本
人
の
有
病
率
は
60
代
で
約

20
％
、
80
代
で
は
約
50
％
に
ま
で

お
よ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が

２
〜
３
倍
も
罹
患
し
や
す
く
、
こ

の
病
気
が
原
因
で
骨
折
す
る
人
の

割
合
も
、
女
性
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

「
寝
た
き
り
」
の
原
因

　

さ
て
、高
齢
者
が
骨
折
す
る
と
、

若
者
が
骨
折
し
た
時
と
異
な
り
、

突
き
指
」（
９
．
７
％
）
と
続
き

ま
す
。
そ
の
中
で
注
目
し
た
い
の

が
、
骨
折
（
上
半
身
・
下
半
身
）

の
割
合
（
８
．
７
％
）
で
す
。
約

１
割
に
お
よ
ぶ
人
が
、
住
み
慣
れ

た
自
分
の
住
ま
い
で
骨
を
折
っ
て

い
る
の
で
す
。

病
気
も
影
響

　

高
齢
者
の
不
注
意
や
、
身
体
機

能
の
低
下
に
よ
っ
て
、
負
傷
し
骨

を
折
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

高
齢
者
に
多
い
病
気
が
、
骨
折
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
宅
で
の
転

倒
事
故
。
１
年
間
に
自
宅
で
転
倒

経
験
が
あ
る
60
歳
以
上
の
割
合

は
、
９
．
５
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

自
宅
転
倒
に
よ
る
け
が
の
内
訳

は
、「
打
撲
」
が
最
も
多
く
（
32
．

３
％
）、「
す
り
傷
、
切
り
傷
」

（
25
．
６
％
）、「
ね
ん
ざ
、
脱
臼
、

　

高
齢
者
が
転
倒
す
る
場
所
の
約
10
％
は
「
自
宅
」
で
す
。
高
齢
者
の
転
倒
は
、
骨
粗

鬆
症
が
関
係
し
て
骨
折
を
負
っ
た
り
、
脳
出
血
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
綾
瀬
厚

生
病
院
で
は
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
や
、
骨
折
な
ど
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

夫婦部屋 残り１室！入居者募集

セミナーの参加申込・見学・詳細は

シニアレジデンス町田 　 ０120‒86‒６534 へ事前に必ずお電話ください。

東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒８
多摩境駅・南大沢駅から
無料シャトルバスまたは
橋本駅から路線バス

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約自動更新条項あり（20年以上の長期賃貸借契約締結（済））／敷地面積：17,988.89㎡・32,517.43㎡
／延床面積：4,161.39㎡（鉄筋コンクリート造・地下1階地上4階建）／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／居室設備：エアコン・システムキッ
チン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワーブース（一部）・洗浄器付トイレ・洗面台など／共有施設：大浴場・個人浴室・機械浴室・ランドリールーム・
ラウンジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・健康管理室・ヘルパーステーション・自販機コーナー・エレ
ベーター／開設日：2008.3／募集：5室（全80室）／入居一時金：1,700万円～5,980万円／管理費：123,428円～226,285円（税込）／食費：
59,850円（1日３食30日の場合）／入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2019.６.３

湘南ふれあいの園 シニアレジデンス町田
当施設では、見学・体験入居・ショートステイを
随時受け付けています。
お日にち・時間・人数など、ご希望にそえるように
考慮いたしますので、
お気軽にお問い合わせください。
なお、当施設に限らず、一般的な高齢者施設についての
違いや特徴を学ぶ無料セミナーも開催！
そのセミナーの際に、見学の申し込みやご相談も可能です。
まずはご参加ください。

キ
リト
リ

キ
リト
リ

キリトリ

キリトリ

〒

南大沢駅南大沢駅

多摩ニュータウン通り

フレスコ
南大沢

イトーヨー
カドー

フレンテ
南大沢

ココ

三井アウトレットパーク
多摩南大沢

京
王

相
模
原
線

5月26日　 13：30～15：00日

南大沢文化会館
第3会議室
京王線「南大沢」駅から徒歩３分

● 老人ホームの種類と違い
  （老健／グループホーム／特養／介護付／サ高住など）
● 特徴（入居一時金、資金についてなど）
● 施設選びのポイント（サービスの差異など）

安心できる
老人ホームの選び方

申込先着３０名無料セミ
ナー

無料セミ
ナー

神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

ACCESS
☎0467-77-5111

整形外科

綾瀬厚生病院
月 火 水 木 金 土

伴Dr.伴Dr.

伴Dr.伴Dr.

市立図書館

早川

東名高速道路

45

綾瀬大橋
入口 

P 駐車場完備

綾瀬厚生
病院

綾瀬
市役所城山

公園
午前

午後

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
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シニアレジデンス町田

病院と同様の
サービスに安心感

セミナー開催、見学随時受付

　
自
宅
で
転
倒
！

　
　
　「
寝
た
き
り
」「
要
介
護
」「
脳
出
血
」に

2



今春（2019年４月）から、医療ビジネス観光情報専門学校は

 医療ビジネス観光福祉専門学校」に生まれ変わりました！＊
今春（2019年４月）から、医療ビジネス観光情報専門学校は

「医療ビジネス観光福祉専門学校」に生まれ変わりました！＊
＊新学科「介護福祉学科」開設にともなう名称変更（国家資格の「介護福祉士」を養成する専門学科を設置）＊新学科「介護福祉学科」開設にともなう名称変更（国家資格の「介護福祉士」を養成する専門学科を設置）

詳細は同校☎０４２ｰ７４４ｰ９７１１（相模原市南区上鶴間本町３‒１８‒２７）へお問合せください。

か
ら
引
き
続
き
「
大
和
市
が
ん
検

診
」
と
、「
大
和
市
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

の
べ
１
千
人
以
上
に
実
施

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ

は
、「『
大
和
市
が
ん
検
診
』
に

は
、
胃
・
肺
・
大
腸
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
の
『
胃
が
ん
検
診
』
で

は
、
６
０
０
人
に
お
よ
ぶ
受
診
者

さ
ま
が
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
『
大
和
市
特
定

健
診
・
長
寿
健
診
』
の
受
診
者
数

は
、
９
０
０
人
に
上
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機

会
を
皆
さ
ま
へ
提
供
す
る
た
め

に
、
毎
月
１
回
（
第
４
金
曜
日
）、

参
加
無
料
の
『
糖
尿
病
教
室
』
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
心
身
と
も

に
元
気
で
、
住
み
慣
れ
た
街
で
安

心
・
安
全
に
お
過
ご
し
い
た
だ
く

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
体
に
つ
い
て
お
困
り

の
際
は
、
お
気
軽
に
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。（
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎︎
０
４
６
・
２
６
４
・
３
９
１
１
）

齢
者
の
生
活
の
質
を
高
め
て
、
健

康
上
の
理
由
か
ら
日
常
行
動
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
を
延
伸
さ
せ
よ
う
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
に
は
、

身
体
の
健
康
維
持
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
「
予
防
医
療
」
で
あ

る
〈
健
康
診
断
〉
や
〈
生
活
習
慣

の
改
善
〉
に
よ
っ
て
、
病
気
の
早

期
発
見
・
治
療
や
、
発
病
予
防
を

徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

　

大
和
市
に
あ
る
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
地
域
住
民
へ
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、
前
年
度

す
。

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
た
だ
長

く
生
き
て
い
る
年
齢
を
示
す
寿
命

（「
平
均
寿
命
」
な
ど
）
で
は
な
く
、

健
康
で
活
動
的
に
暮
ら
せ
る
期
間

の
寿
命
を
示
し
ま
す
。
特
に
、
高

健
康
に
生
き
続
け
る
難
し
さ

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
と
も
な

い
、
メ
デ
ィ
ア
で
「
健
康
寿
命
」

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

　

世
界
で
長
寿
を
誇
る
日
本
で
す
が
、
近
年
、
健
康
で
活
動
的
に
暮
ら
せ
る
期
間

を
示
す
「
健
康
寿
命
」
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
大
和
市
に
あ
る
「
成
和

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、
こ
の
健
康
寿
命
に
対
し
、
積
極
的
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
プ
）に
所
属
し
て
い
る
た
め
、

隣
接
の
「
大
和
成
和
病
院
」
や
、

同
法
人
の
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

の
ほ
か
、
海
老
名
市
（
さ
が
み
野

中
央
病
院
）
や
綾
瀬
市
（
綾
瀬
厚

生
病
院
）
な
ど
か
ら
の
医
療
支
援

は
手
厚
く
、
医
療
―
福
祉
の
連
携

体
制
が
確
立
さ
れ
た
ト
ー
タ
ル
な

サ
ー
ビ
ス
が
特
徴
で
す
。

　

大
和
市
の
閑
静
な
住
宅
街
の
中

に
あ
り
な
が
ら
、
自
然
に
も
囲
ま

れ
た
環
境
に
あ
る
「
成
和
ナ
ー
シ

ン
グ
プ
ラ
ザ
」
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
相
談
か
ら
、
介
護
支
援

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
な
ど
）、
通

い
で
受
け
る
ケ
ア
、
入
所
生
活
そ

の
も
の
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
全
て

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
施
設
で
す
。

■
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　
大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
９

　
☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１
５

　

同
じ
建
物
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
拠
点
で
あ
る
「
せ
い
わ

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
、

自
宅
へ
訪
問
し
て
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
で
あ
る
「
成

和
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
屋
根
の
下

で
４
つ
の
事
業
所
〈
入
所
施
設
／

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
居

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
／
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
・
看
護
・

介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
と
い
っ
た
高
齢

者
の
サ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
各
分
野

が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
利
用
者

や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
地
域
の

人
々
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
の
で
す
。

介
護
認
定
か
ら
入
所
ま
で

　

医
療
グ
ル
ー
プ
（
ふ
れ
あ
い
グ

　
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」

は
、
神
奈
川
県
の
中
央
部
（
県
央

エ
リ
ア
）
に
あ
る
介
護
老
人
保
健

施
設
で
す
。
大
和
市
内
で
２
番
目

（
１
９
９
６
年
）
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

４
事
業
と
複
数
の
医
療
連
携

　

同
施
設
の
入
所
ベ
ッ
ド
数
は

１
０
０
床
で
、
こ
の
ほ
か
利
用
者

が
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

も
運
営
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険

の
適
用
者
が
、
入
所
ま
た
は
自
宅

か
ら
通
い
な
が
ら
、
身
体
機
能
の

維
持
・
改
善
を
目
的
と
し
た
リ
ハ

ビ
リ
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

男性

80.98歳

女性

健
康
寿
命

平
均
寿
命

健
康
寿
命

平
均
寿
命

厚生労働省資料より

国内の「寿命」データ
（２０１６年）

国内の「寿命」データ
（２０１６年）87.14歳

72.14歳72.14歳
74.79歳74.79歳

●内科 ●循環器内科 ●消化器内科 ●腎臓内科 ●整形外科 ●泌尿器科
●消化器外科（内視鏡） ●リウマチ科
●人工透析治療「透析センター」（通院・入院）
●各種健康診断
（大和市がん検診、大和市特定健診・長寿健診 など） 

成和クリニック ☎046-264-3911
神奈川県大和市西鶴間5-3488-7

鶴
間
駅

小
田
急
江
ノ
島
線

ココ

大和厚木バイパス

西鶴間
小学校

9：００～１2：００
１5：００～１7：３０

午前

午後
月曜日～土曜日
（土曜日は午前のみ）

診
療
科
目

外
来
受
付

MAPMAP

所在地／神奈川県大和市南林間9-8-9

成和ナーシングプラザ （入所／通所） ☎046-272-1515
せいわ居宅介護支援センター［４F］ ☎046-240-0149
成和訪問看護ステーション［１F］ ☎046-272-1201

老 健

居 宅

訪 看
【お問合せ】 月～土／9：00～17：00

医療法人社団 公仁会

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

50
小
田
急
江
ノ
島
線

小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

ココ
大和成和
病院
大和成和
病院

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分

理学療法学科
作業療法学科
言語聴覚学科２０１８年度卒業生 国家試験合格率

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

問
合
せ

参照：
同校ホームページより
（２０１９年２月に実施された各試験結果）

１年生からチャレンジできる分野の
過去問題に積極的に取り組む きめ細やかな指導と

理解度を把握するために、
各学科少人数制を採用

国家試験直前に
担当教員が直接指導する
実践的な「特別講座」
を開設

実力を把握するために
模擬試験を１年以上前
から定期的に実施

教員とのコミュニケーションも良く、
アットホームな雰囲気

国家試験当日に
実力が最大発揮
できる環境作り

学生の意欲に対して
情熱的な教員がそろっている

高合格率を
誇る本校の
特徴は…

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

85．8％全国平均

76．5％茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

71．3％全国平均

９0．9％茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
6８．9％全国平均

９８．１％

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

など

覚
士
」
全
国
平
均
68
．
９
％
）。

　

入
学
年
次
（
１
年
生
）
か
ら
過

去
問
題
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
試

験
当
日
の
よ
う
な
臨
場
感
の
中
で

実
力
を
つ
け
る
の
が
同
校
の
特
徴

で
す
。
定
期
的
に
模
擬
試
験
を
実

施
す
る
こ
と
で
自
己
レ
ベ
ル
を
認

識
。
苦
手
分
野
の
分
析
・
把
握
も

で
き
る
の
で
、
国
家
試
験
直
前
に

は
、
国
試
対
策
の
実
践
的
な
「
特

別
講
座
」
で
担
当
教
員
か
ら
効
果

的
な
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

丁
寧
な
指
導
で
高
い
合
格
率
を

誇
る
同
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
詳

し
い
内
容
は
、
直
接
下
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
の
２
０
１
８
年
度
卒
業

生
は
こ
の
春
（
２
０
１
９
年
３

月
）、「
理
学
療
法
士
」「
作
業
療

法
士
」「
言
語
聴
覚
士
」
の
各
国

家
試
験
に
合
格
し
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
各
々
の
就
職
先
で
仕
事
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

同
校
在
籍
受
験
生
の
合
格
率

は
、「
理
学
療
法
士
」
98
．
１
％
、

「
作
業
療
法
士
」
76
．
５
％
、「
言

語
聴
覚
士
」
90
．
９
％
で
し
た
。

こ
れ
は
全
国
平
均
を
全
て
上
回
る

結
果
で
す
（「
理
学
療
法
士
」
全

国
平
均
85
．８
％
、「
作
業
療
法
士
」

全
国
平
均
71
．
３
％
、「
言
語
聴

国
家
試
験

全
国
平
均
上
回
る
合
格
率
！

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス

一足先に

土5／18　・6／1　・6／22
   13：00～16：00（各日）

土 土

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

JR茅ケ崎駅からバス「辻東」下車5分

●茅ヶ崎看護専門学校について
●２０２０年春入学のための入試概要
●看護技術の体験実習
●具体的に質問できる「個別相談」 など

内 容 教員が看護技術を丁寧に教えます♬

教員が看護技術を丁寧に教えます♬

２０１９年度
Chigasakikango

春からスタ
ート！

春からスタ
ート！

茅ヶ崎看護専門学校
学校説明会

絶
好
の
機
会
で
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
「
看
護
師
を

目
指
し
た
い
方
・
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
授

業
概
要
や
入
試
説
明
の
ほ
か
、
実

際
の
教
員
に
よ
る
体
験
実
習
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
個
別
相
談
も
可
能

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
同
校
へ
直
接
お
電
話
を
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

次
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
入
学

に
向
け
た
「
学
校
説
明
会
」
を
、

春
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
・
介
護
施
設
・
医
療
系
学

校
な
ど
80
以
上
の
施
設
を
展
開
す

る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
の
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て

実
現
可
能
な〈
き
め
細
か
な
学
び
〉

を
具
体
的
に
知
り
、
体
感
で
き
る

学
校
説
明
会

看
護
の
魅
力
、春
か
ら
実
感
。

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

開催日時

5／18（土）
12：00～13：30 

「作業療法で脳力回復
　　　　　　～脳卒中を例に～」 
「理学療法士のお仕事」 

テーマ（予定 ※変更もあり）

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0109
（地域連携室）

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
申
込
み

JR東戸塚駅から徒歩１2分

2019年度
湘南医療大学公開講座公開講座

第１回

※中高校生対象（一般も参加可能）

「介護者の負担を減らす試み」 
「こころが風邪をひいたときは」 6／8（土）

10：00～11：30 

第2回

7／27（土）
10：00～11：00 

「色彩の感性を磨いて
 コミュニケーション力を
  高めよう！」 

第3回

※中高校生対象
　（一般も参加可能）

詳細は同大学公式ホームページ
に掲載中 

　

こ
れ
は
同
大
が
毎
年
企
画
し
て

い
る
人
気
の
講
座
で
、
医
療
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い

て
、
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
無
料
で
聞
け

ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
な
の
で
ご
注
意
を
！

　
「
看
護
学
科
」
と
「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
理
学
療
法
学

専
攻
・
作
業
療
法
学
専
攻
）」
が

あ
り
、
こ
の
春
か
ら
大
学
院
「
保

健
医
療
学
研
究
科
」
を
開
設
し
た

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
一
般
向
け

の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

公
開
講
座

医
師
や
教
授
が
今
年
も
登
壇
！

湘
南
医
療
大
学

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク（
取
材
協
力
）

「
健
康
寿
命
」延
伸
に
健
康
診
断
の
活
用
を

老
健
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」

介
護
と
看
護
の
連
携
で
で
き
る
手
厚
い
ケ
ア

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

5月29日（水）14：00～15：０0日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

婦人科の病気について ～こんな時には婦人科を受診しましょう～
　「婦人科」は、月経の悩みから妊娠に関す
ること、子宮や卵巣の病気、更年期障害な
ど、女性特有の病気・症状を扱う専門診療
科目です。子宮がん検診なども実施している
当院の産婦人科部長・宮本医師が、婦人科
の病気や受診について丁寧にお話します。

次回予告

講 

師

綾瀬厚生病院
産婦人科 部長

宮本 壯 医師

6月下旬開催予定
【講師】あやせ訪問看護ステーション 所長　塩原延子 看護師
「“介護保険”で訪問看護を受けるには ～訪問看護の実際もご紹介します～」

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

次回予告
6月下旬開催予定

手の痛みでお困りの方へ ～腱鞘炎を中心に～
　整形外科医の専門的な視点で「手の
痛み」について、詳しく解説します。手が痛
むのは何が原因なのでしょうか？そして、
予防はできるのでしょうか？痛みが気になる
方は、是非お越しください。痛みの原因・予
防・対策についてわかりやすくお話します。

5月24日（金）11：00～12：30日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
整形外科

小竹森 一浩 医師

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
重
大

な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
若
い
方
か
ら
高

齢
の
方
ま
で
、
我
慢
を
せ
ず
に
当

院
へ
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

市
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
」（
泌
尿
器
科
）
で
す
。

　

同
院
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。「
性
別
に
よ
っ

て
特
徴
的
な
病
気
は
あ
り
ま
す

が
、
一
様
に
高
齢
の
方
は
“
我
慢

強
い
”
方
が
多
く
、
症
状
が
出
て

い
て
も
受
診
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

　
「
尿
路
感
染
症
」
と
は
、
尿

の
通
り
道
に
菌
が
入
る
病
気
で

す
。
菌
が
入
っ
た
部
位
に
よ
っ

て
、「
腎じ
ん
う
じ
ん
え
ん

盂
腎
炎
」「
膀ぼ
う
こ
う
え
ん

胱
炎
」

「
尿
に
ょ
う
ど
う
え
ん

道
炎
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
る
の
は
、
東
京
都
町
田

　

尿
路
の
防
御
機
能
低
下
も
同
様

で
、
特
に
「
寝
た
き
り
」
の
場
合

は
「
尿
路
感
染
症
」
を
繰
り
返
し

て
、
治
り
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
残
尿
が
多
い
と
、
排
泄
後
の

お
む
つ
交
換
ま
で
に
菌
が
増
殖
し

て
、
尿
道
や
膣
に
付
着
・
逆
流
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

　

予
防
に
は
、
清
潔
の
保
持
や
予

防
接
種
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
日
頃
か
ら
食
事
・
睡
眠
・
運

動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
整
え
て
、

ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
大
前
提
で
す
。
免
疫
機
能
を

高
め
る
た
め
に
、
健
や
か
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

胞
）
を
生
み
出
す
数
が
減
り
、
そ

の
活
動
も
衰
え
て
い
く
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
Ｔ
細
胞
の
成
長
を
助

け
る
脾ひ

臓
や
リ
ン
パ
節
の
機
能
も

低
下
す
る
た
め
、
Ｔ
細
胞
は
病
原

体
へ
の
反
応
が
弱
ま
り
ま
す
。

　

免
疫
機
能
を
も
つ
細
胞
の
産

生
が
減
退
し
、
免
疫
細
胞
の
機

能
を
助
け
る
臓
器
も
衰
え
る

の
で
、
体
全
体
の
免
疫
機
能

が
低
下
し
、
高
齢
者
は

多
く
の
病
原
体
の
影
響

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
て
、

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

身
体
状
況
も
加
担
し
て

　

高
齢
者
は
感
染
症
に
か
か
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
は
免
疫
力
が
低
下

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

Ｔ
細
胞
の
減
少
と
衰
弱

　

免
疫
機
能
は
60
歳
を
過
ぎ
る
と

20
代
の
半
分
以
下
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
っ
て

免
疫
を
主
導
す
る
白
血
球
（
Ｔ
細

第
１
段
階

▽
整
形
外
科
…
対
症
療
法

痛
風
発
作
（
急
性
関
節
炎
）

を
抑
え
る
た
め
に
「
消
炎
鎮

痛
剤
」
や
「
局
所
麻
酔
剤
入

ス
テ
ロ
イ
ド
関
節
内
注
入
」、

「
コ
ル
ヒ
チ
ン
」
な
ど
を
使
用

し
た
治
療
を
行
な
い
ま
す
。

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
考
え

の
下
、
治
療
を
次
の
３
段
階
に
分

け
て
す
す
め
て
い
ま
す
。

（
下
と
左
の
表
を
参
照
）

治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
痛
風
治
療
で

は
、
発
作
時
以
外
は
無
症
状
で
あ

る
痛
風
に
対
し
て
、「
病
気
を
コ

一
生
涯
の
治
療

　

痛
風
の
治
療
は
「
生
涯
治
療
」

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
効
率
的
に

　

綾
瀬
厚
生
病
院
（
綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16
☎︎
０
４
６
７
・
７
７
・
５
１
１
１
）

で
は
、診
療
科
の
多
さ
と
そ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
痛
風
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

整
形
外
科
・
内
科
・
栄
養
科
が
連
携
し
、
よ
り
良
い
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

血
中
尿
酸
値
の
高
さ
②
痛
風
特
有

の
症
状
の
有
無
な
ど
か
ら
判
断
さ

れ
ま
す
。

■ 

予
防
と
治
療

　
「
尿
酸
」
は
絶
え
ず
人
間
の
身

体
の
中
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
菜
食
中

心
の
食
生
活
に
か
え
る
食
事
療
法

の
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予

防
の
た
め
に
内
服
薬
で
血
中
尿
酸

値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
性

も
出
て
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
血
液
検
査
で
「
尿
酸

値
」や「
腎
機
能
」な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
専
門
的
な
医
師
の
診
断
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
痛
風
を
す
で
に
発
症
し

て
い
る
人
も
、適
切
な
治
療
薬（
消

炎
鎮
痛
薬
）
の
処
方
や
、
尿
酸
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
を
長
期

間
に
わ
た
っ
て
服
用
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
専
門
的
に
診
て
も
ら

え
る
病
院
を
選
び
、
専
門
医
師
に

か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

慣
病
」
を
合
併
す
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

原
因
と
診
断

　

血
液
中
の
尿
酸
値
が
上
昇
し
て

限
界
を
超
え
る
と
、
関
節
内
に
尿

酸
塩
結
晶
が
で
き
ま
す
。
白
血
球

が
こ
の
結
晶
を
攻
撃
す
る
際
に
、

痛
風
発
作
（
急
性
関
節
炎
）
が
起

き
ま
す
。「
高
尿
酸
血
症
」
状
態

が
続
く
と
、
尿
酸
結
石
が
腎
臓
に

生
じ
、
腎
機
能
悪
化
か
ら
「
腎
不

全
」
へ
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
高
尿
酸
血
症
」
の
主
な
原
因

は
次
の
通
り
で
す
。

・
腎
臓
の
尿
酸
排
出
機
能
の
低
下

・
暴
飲
・
暴
食
や
肥
満

・
激
し
い
運
動　

・
薬
物
（
降
圧
利
尿
剤
な
ど
）

　

痛
風
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
①

も
痛
風
の
痕
跡
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
明
治
以
降
に
確
認
さ

れ
、
１
９
６
０
（
昭
和
30
）
年
代

か
ら
増
え
始
め
ま
し
た
。
か
つ
て

は
中
高
年
男
性
に
多
い
病
気
で
し

た
が
、
最
近
で
は
30
歳
前
後
の
若

い
世
代
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

男
性
に
多
く
発
症
し
、「
生
活
習

　
“
風
が
吹
い
て
も
痛
い
”
と
い

う
病
気
「
痛
風
」。
足
の
親
指
の

つ
け
根
が
大
き
く
腫
れ
あ
が
り
、

激
し
い
痛
み
を
生
じ
ま
す
。

■ 

罹
患
の
歴
史

　

一
説
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
発
掘

さ
れ
た
ミ
イ
ラ
の
関
節
や
、
か
の

有
名
な
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
に

【午前】8：30～11：30
【午後】13：30～16：30

ふれあい町田ホスピタル
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

外来診療
受付

腎盂腎炎 「腎臓」にばい菌が入る
じんうじんえん

腎臓が腫れ、発熱することが特徴。腎臓の腫れは横腹
痛や腰痛、熱は高熱が多く、菌の毒素
が全身にまわり、倒れてはじめて病気
が発覚する場合もある。菌を殺す薬が
効果的だが、それでも4～5日は下熱
せず、かなり体力を消耗する。

尿路感染症
1

排尿時や排尿後の下腹部の痛みが特徴的。菌を殺
す薬を数日間にわたって服用することで、9割以上
が完治する。治りにくい場合は、その原因をつくって
いる別の病気（「排尿障害」「尿路結石」「膀胱がん」
など）の可能性も。

膀胱炎
ぼうこうえん2

一般的に、性風俗に従事する女性から男性に感染
する。女性は病気にかかっていても症状が少なく、
喉の中にも病気を保持していることもあり、口から
感染する危険性もある病気。

尿道炎
にょうどうえん

3

「膀胱」にばい菌が入る

「尿道」にばい菌が入る

体内の
T細胞が
減少

T
T

T

リンパ節リンパ節

脾臓
ひぞう
脾臓
ひぞう

神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ4ｰ16

☎0467-77-5111｠

綾瀬厚生病院
痛風治療について

痛風発作を抑える対症療法
整形外科

第1段階 整形外科

痛風発作が沈静化した
（第1段階）後に、尿酸値
をコントロールする薬に
ついて、お一人おひとり
に適したものを処方し、
生活習慣の改善のため
のアドバイスも実施。

尿酸値を下げる原因療法
内 科

第2段階 内 科

尿酸値の高さは、腎機
能障害や高血圧、脂質
異常症などを合併して
血管の病気（心筋梗塞
など）に関わるため、管
理栄養士がより詳しい
食事指導を実施。

合併症を予防する健康管理（食事療法）
栄養科

第3段階 栄養科

激痛（急性関節炎）を抑
えるために、消炎鎮痛剤
や局所麻酔剤入ステロ
イド関節内注入のほか、
前兆症状や発作の鎮静
化にはコルヒチンなども
使用した治療を実施。

徳永唯志院長
ほか

徳永唯志院長
ほか

中林千里
　 管理栄養士ほか
中林千里
　 管理栄養士ほか

相澤智史
　　　　   副院長ほか
相澤智史

　　　　   副院長ほか

第
２
段
階

▽
内
科
…
原
因
療
法

そ
の
人
に
適
し
た
「
尿
酸
降

下
薬
」（
尿
酸
産
生
抑
制
薬
ま

た
は
尿
酸
排
泄
促
進
薬
）
を

処
方
し
ま
す
。

第
３
段
階

▽
栄
養
科
…
食
事
療
法

管
理
栄
養
士
が
食
事
相
談
を

行
な
い
、適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
の
ほ
か
、
プ
リ
ン
体
や

ア
ル
コ
ー
ル
の
制
限
、
充
分

な
水
分
の
摂
取
な
ど
、
具
体

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

痛風の原因
●腎臓から尿酸を排出する機能が
  低下している
●暴飲・暴食など
●激しい運動によるもの

① 血中尿酸値の高さ
② 特有症状の有無
1

2

古代エジプトの
ミイラ

アレクサンダー大王
（BC.３３６ーBC.３２３）
アレクサンダー大王

（BC.３5６ーBC.３２３）

痛風でお悩み！？痛風でお悩み！？

現代の痛風診断

　
（
取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院
）

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
尿
路
感
染
症
」の
特
徴
と
そ
の
症
状

　
　
　
　
高
齢
者
の
感
染
症
は

　
　
　
　
　
　
　
免
疫
力
の
低
さ
が
影
響

綾
瀬
厚
生
病
院

各
専
門
科
が
連
携
！
徹
底
し
た
痛
風
治
療

古
代
よ
り
男
性
を
悩
ま
せ
続
け
る「
痛
風
」

2019年5月

No.29

町田・
県央版健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


